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日 時 令和 7年 10月 24日（金）15:00～17:00 

会 場 広葉交流センター2階 研修室、史跡旧島松駅逓所 

出 席 者 角 幸博（座長）、平井 卓郎、森 朋子、圓谷 昂史、中井 誠一 

オ ブ ザ ー

バー 

北海道教育庁生涯学習推進局 文化財・博物館課 主査 二神 有貴子 

北広島市建設部都市整備課長 北口 馨 

北広島市経済部観光振興課長 熊谷 遼三 

北広島市建設部建築課長 瀬田松 秀一 

北広島市建設部建築課主査 真田 朋幸 

工事監理業者 北電総合設計株式会社 大日向 宣也 

工事監理業者 北電総合設計株式会社 谷口 由右三 

展示製作業務委託業者 株式会社乃村工藝社 深尾 望 

展示製作業務委託業者 株式会社乃村工藝社 加藤 明 

事 務 局 北広島市教育部教育部長 尾崎 英輝 

北広島市教育部エコミュージアムセンター主査 畠 誠 

北広島市教育部エコミュージアムセンター主任 黒田 弘子 

北広島市教育部エコミュージアムセンター主任 吉村 くるみ 

会 議 次 第 1 開 会 

2 委員長挨拶 

3 旧島松駅逓所現地視察 

4 その他 

5 閉 会 

 

 

１ 開会 

 

２ 委員長挨拶 

 

３ 旧島松駅逓所現地視察 

  広葉交流センターを公用車 3台にて出発し、旧島松駅逓所に到着後、現地視察として、主 

屋内部の工事状況確認、屋根柾材の全面葺き替え状況確認などを行った（45分程度）。 

 

   ・事 務 局：（展示進捗について説明）赤毛に関する展示については、前回懇話会で 

のご指摘を踏まえ、展示場所を廊下から中山久蔵エリアに移す予定であ 

る。展示手法も造形ではなく実物の赤毛をアクリル樹脂で包埋し、展示 

台に埋め込むことを検討している。 

・構 成 員：アクリル包埋は経年劣化で黄色化することがある。手法について再度 

検討しても良いかもしれない。 

・事 務 局：承知した。 

・事 務 局：（工事状況について説明） 

・構 成 員：照明や機械警備機器の位置、配線の見え方などに違和感がある。照明 

については、すぐ近くにも照明があるが、なぜこの位置にも設置して 

いるのか。また、この高さだと観覧者が頭をぶつける心配があるので 

はないか。機械警備機器についても、位置を来館者の目に入りやすい 

真ん中ではなく端に移すことはできないか。配線についても、白色の 

ため目立つように感じる。 
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・事 務 局：照明や機械警備機器は、従来の位置に復旧したものである。配線は隠 

せる箇所はモールをつけている。もしこれらを移設するのであれば壁 

にビス穴があるので、穴が残って見える懸念がある。 

  

３ その他 

・事 務 局：次回の開催は令和 8年 2月を予定。 

 

４ 閉会 

 

 

 

  

 


